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日商産二発第 34 号 

平成 29 年８月 23 日 

 

各  位 

 

日本商工会議所 

東京商工会議所 

産業政策第二部 

 

経済４団体・連合主催 

「働き方改革 労使シンポジウム」開催のご案内 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申しあげます。 

 さて、労働力人口の中長期的な減少が見込まれるなか、企業が成長していくた

めには、グローバリゼーションの進展やＡＩ等の革新的技術の発展をにらみつ

つ、多様な人材が能力を最大限発揮して働くことができる環境を整えていかな

ければなりません。 

 本年３月には、労使の代表が参画する政府の働き方改革実現会議において、

「働き方改革実行計画」が取りまとめられ、長時間労働の是正や非正規雇用の処

遇改善など、わが国企業の雇用慣行を変革していくためのロードマップが示さ

れました。こうした政府の取り組みと軌を一にしながら、企業労使は、自社の働

き方を不断に見直していく必要があります。 

 そこで、企業労使の働き方改革を着実に進めるため、経済界と労働界の連携の

下、シンポジウムを開催することといたしました。 

 今回のシンポジウムでは、「労使の創意工夫でワーク・ライフ・シナジーを高

める」をテーマに、東京大学経済学研究科の柳川範之教授による基調講演、さら

に長時間・過重労働の防止や、多様な従業員の活躍促進等に取り組む企業・産別

労組の事例紹介を予定しております。 

 ご多忙の折、恐れ入りますが、お差し繰りご出席くださいますようお願い申し

あげます。 

敬 具 

 

本件担当：日本商工会議所・東京商工会議所 産業政策第二部 

            吉野・高野（℡ 03-3283-7940） 
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記 

 

  日 時： 2017年９月 22日（金） 10:00～12:00 

 

  会 場： 経団連会館 ２階 経団連ホール 

       （東京都千代田区大手町１-３-２） 

 

  主 催： [経済団体] 一般社団法人 日本経済団体連合会 

             日本商工会議所 

             公益社団法人 経済同友会 

             全国中小企業団体中央会 

       [労働団体] 日本労働組合総連合会 

 

  定 員： 先着 250名 

 

  申込み： 参加を希望される場合は、添付の申込用紙をご記入の上、 

       ９月８日（金）までにファクスもしくは e-mailにてご回示く 

       ださい。申込用紙の提出先は 経団連事務局 です。 

 

 ＊定員となり次第、受付を締め切らせていただきます。 

 ＊１社２名までご参加いただけます。ただし、定員を超えた場合、人数のご

調整をお願いすることがございますので、予めご了解ください。 

 ＊当日は、申込用紙またはお名刺を受付にご提示ください。 

 ＊本シンポジウムは、軽装（ネクタイ・ジャケットなし）でのご参加で結構

です。 

 

 

[お申込み先] 

経団連労働法制本部 山隈、横尾、釜野 

TEL 03-6741-0655、-0182   FAX 03-6741-0382 

e-mail symposium0922@keidanren.or.jp 

以 上 
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経済４団体・連合主催 

「働き方改革 労使シンポジウム」 プログラム 

 

時間 プログラム 

10:00～10:10 

 

（1）開会挨拶 

 連合 神津 里季生 会長 

 経団連 鵜浦 博夫 副会長・労働法規委員長 

 

10:10～10:55 （2）基調講演 

 「ＡＩ時代の働き方～イノベーションの波を乗り越える働き方改革」  

  東京大学 

   大学院経済学研究科・経済学部 柳川 範之 教授 

 

10:55～12:00 

 

（3）事例紹介 

 ①「大和ハウス工業における長時間労働・過重労働防止に向けた取り組み」  

  大和ハウス工業（株） 

   東京本社人事部 菊岡 大輔 次長 

 ②「損保ジャパン日本興亜におけるダイバーシティ・働き方改革に向けた取り組み」  

  損害保険ジャパン日本興亜（株） 

   人事部 小坂 佳世子 特命部長 

 ③「東急電鉄における多様な従業員の活躍に向けた取り組み」  

  東京急行電鉄（株） 

   人材戦略室労務厚生部 下田 雄一郎 統括部長 

 ④「電機連合における働き方改革に向けた取り組み」 

  全日本電機・電子・情報関連産業労働組合連合会 

   （講演者調整中） 

12:00 閉会 

 

 

＊講演タイトルはいずれも仮題です。また、プログラムは、一部変更になる場合がご

ざいますので、予めご了解ください。 
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 ＊参加を希望される場合にのみご返信ください。 

 ＊申込みは ９月８日（金）まで受付けております。なお、定員となり次第、受付を締 

   め切らせていただきます。 

 ＊当日は、申込用紙またはお名刺を受付にご提示ください。 

                                                       

経団連労働法制本部 行 

FAX 03-6741-0382   e-mail symposium0922@keidanren.or.jp 

 

 日時： 2017年９月 22日（金）10:00～12:00 

 場所： 経団連会館 ２階 経団連ホール 

 

【ご連絡担当者】 

会社・団体名  

部署・役職  

氏 名  

電 話  

FAX  

e-mail  

 

【参加者】 

部署・役職 氏 名 

  

  

 

＊お預かりした個人情報については、当会の個人情報保護規程に基づき、安全かつ適正に管理さ

せていただきます。 

 

 

 

 Ｎ 

経済４団体・連合主催 「働き方改革 労使シンポジウム」 

申込用紙 

下記のご記入に代えて、本紙にお名刺を貼付の上、 

そのままファクスいただいても結構です。↓↓↓ 

（名刺） 

（名刺） 



5 

 

 

経団連会館へのアクセス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


